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幹事報告 土田　貴英 幹事

○本日は引継ぎフォーラムです。大委員長の皆様発表お
願いいたします。

○６月24日６時30分より最終例会を、パレスグランデー
ルで行います。

伊藤修二ガバナーノミニー、和田宏司
2026-27年度　地区幹事のご挨拶

例会場：パレスグランデール 司会進行（SAA）：長沢　一好 君
点　鐘：PM  12：30　石山　祐介 会長 ロータリーソング：「奉仕の理想」
ビジター：伊藤　修二 さん　和田　宏司 さん（山形）、安済　修哉 さん（東京バリアフリーマインド）

会長挨拶 　皆さんこんにちは。まず初めに
本日のお客様を紹介いたします。
山形RC様より伊藤修二ガバナーノ
ミニー様と2026-2027年度地区幹
事の和田宏司様です。本年度も残
すところ２回の例会を残すのみと
なりました。本日の例会は次年度
への委員会引継ぎフォーラムとな
りますが、菊地賀治ガバナー補佐

ご出席のもとクラブ協議会を兼ねさせていただきます。
さて、いよいよバトンタッチというこのタイミングに
先週RI会長より『会長エレクトに関する最新状況のご連
絡』という事でメールが届きましたので読み上げさせて
いただきます。急遽次年度のリーダーが変更となる事
態が発生しましたが国際ロータリー理事会はロータ
リーの細則に従い、使命とリーダーシップの継続性を

確保するために迅速かつ慎重に行動してくださり、新
たにフランチェスコ・アレッツォ会長を指名いたしま
した。このような大変な事態、100年以上のロータリー
の歴史の中で同様のことがこれまで起こったかはわか
りませんが、私たちがやるべきことは変わりません。
この山形の地でしっかりと地域に奉仕で貢献し、そし
て我々ロータリアン同士が親睦と信頼を深めていきま
しょう。まさに本日の引継ぎフォーラムは次年度以降
の山形南ロータークラブを考えるのに最高の機会とな
ります。すでに次年度の委員会配属も決まっており、
大小委員会も終えておりますが、今年度の事業報告と
引継ぎ事項をご確認いただき次年度に向けてさらに加
速してまいりましょう。時間の関係上、大委員長様か
らの発表とさせていただきますが、どうぞよろしくお
願いいたします。以上、会長挨拶とさせていただきます。
本日も宜しくお願い致します。

　ニコニコBOX　鈴木　孝幸 君
石山　祐介君　伊藤ガバナーノミニー、和田地区幹事ノ

ミニー本日はありがとうございます。
曽我　享宏君　７月から仙台に転勤いたします。ありが

とうございました。
大久保章宏君　伊藤さん・和田さん本日はありがとうござ

います。
奥村　健二君　伊藤さん・和田さん本日はありがとうござ

います。
森谷　正宏君　下の娘が中体連ソフトテニスで団体優勝

いたしました。
菊地　賀治君　伊藤さん・和田さん本日はありがとうござ

います。
伊勢　和正君　東京バリアフリーマインドRCの安藤様

本日はありがとうございます。
伊藤　修二様（山形RC）　２年間体に気を付けて頑張りま

す。よろしくお願いいたします。

委員会報告



本日出席・前回修正出席
会員総数

本　　日
前回修正

算出会員数 出席会員数 出席率
４７名 ２８名

※本日の結果は２週間後に報告　　※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは?　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは?　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

の体制、入会後のフォローにおいて改善すべき点が多々ありました。また、
コロナ禍明けで社会活動の変化が続く中、タイミングやアプローチの難しさ
も痛感いたしました。しかしながら、そのような状況下でも、数名の方にご
関心を持っていただき、数回の例会にもご参加いただくなど、確かな前進も
ございました。
　この一年間の経験を踏まえ、来年度に向けて以下の点を引き継ぎ事項と
して申し送りたいと思います。
・既存会員からの紹介制度の強化
・入会希望者に対する情報提供の一元化
・入会後のフォローアップ体制の明確化
・若年層へのアプローチ方法の再検討
　本年度の不十分な成果については重ねてお詫び申し上げますが、会員の皆
様の温かいご支援とご協力には心より感謝申し上げます。来年度こそ、目標達
成に向けて着実に歩みを進めてくださるものと信じております。

◆奉仕プロジェクト委員会◆
委員長　鈴木　政康 君

　奉仕プロジェクト委員会はニコニコBOX委員会、社
会奉仕委員会、職業奉仕委員会、国際奉仕委員会、青
少年奉仕委員会の５委員会で構成されております。

〇ニコニコBOX小委員会　鈴木孝幸委員長
　予算830,000円、５/25現在688,000円（82.9％）最終例会に期待。

〇社会奉仕小委員会　渡邉清則委員長
　８/27　地区補助金事業として地区安協にプラカード贈呈。
　９/３ 　山形地区安協　那須会長卓話。
　９/24　「秋の交通安全運動」で立哨運動。

〇職業奉仕小委員会　高梨徹也委員長
　１/21　山形県自動車販売店リサイクルセンター　卓話。
　５/13　同上　職場訪問。

〇国際奉仕小委員会　稲村佳宏委員長
　３/11　COOLジャパンPart13
　　　　　ベルギー国籍女性、ドイツ国籍男性。次年度も外国人ゲストの
　　　　　照会お願いします。

〇青少年奉仕小委員会　丹野善将委員長
　10/26　「悪戸いも掘り」金井こども園園児と父母16名、南クラブ29名
　　　　　参加。
　３/26　山形駅周辺防犯パトロール街頭指導。
　５/20　コパル施設見学及びヴォーチェに支援金の贈呈。

◆ロータリー財団・米山奨学会委員会◆
委員長　武田寿美男 君

　今年度地区からの要請を受け石山会長は、クラブ寄
付目標を立てられました。ロータリー財団は、会員一
人あたり150ドル、米山奨学会は会員一人あたり
15,000円です。

　11月の新そば例会、その後の例会席でのお願いと寄付集めに努力いたし
ました。結果、大口寄付にも助けられ久々に両委員会共目標達成いたしま
した。会員の皆様に無理なお願いもあったと思いますが、ご協力いただき
大変ありがとうございました。なお、RIロータリー財団の活動に関しては、
ホームページで理解を深めてください。

◆中長期検討委員会◆
委員長　武田　秀則 君

　石山会長、土田幹事一年間ご苦労様でした。私は、
前浅野会長・石山会長のもと２年間委員長を務めさせ
ていただきましたが、両名とも聡明でクラブの抱える
課題に積極的に取り組まれておりました。私としては、

クラブの活性化・財務、また喫緊の課題、会員増強に相談役の立場で助言・
提案をさせていただきました。
　次年度からは、この委員会も様変わりするようです。地区方針では、「三
か年計画」「リーダーの育成」など中村　篤委員長に大いに活躍を期待してお
ります。

委員会引継ぎフォーラム委員会引継ぎフォーラム委員会引継ぎフォーラム委員会引継ぎフォーラム
◆管理運営委員会◆

委員長　鉄　　浩二 君
　会員の皆様にクラブ会員で良かったと思ってもらう為には、例会を充実
させることが、とても大切であり、管理運営委員会は、その大きな役割を
果たす出席小委員会、親睦活動委員会、プログラム委員会、姉妹クラブ委
員会から構成されております。今年度、計画したプログラムが全て行われ
ました。これは、伊藤健二出席委員長、松田勝行親睦活動委員長、熊谷昌
和プログラム委員長、菊川明姉妹クラブ委員長のリーダーシップのもと各
委員の皆様のご尽力のおかげです。改めて一年間の活動に感謝いたします。
　次年度から、３year rolling goalsが本格スタートし、会員増強により一
層力を入れる年度が始まります。新入会員の方が、楽しく学べるプログラ
ムで出席率が上がる例会の企画・実施をお願いいたします。
　１年間、ご協力ありがとうございました。

◆公共イメージ委員会◆
委員長　間木野仁美 君

〇会報・史料小委員会
　一年間の報告といたしましては、目標でありました
楽しい紙面作りについては、各委員の積極的な例会出
席のおかげで、毎回交替での写真撮影とニコニコ 

BOXの原稿作成ができました。会員紹介の掲載では、新入会員から先輩方
の掲載を20名程度できました。クラブへの関心を高め、親睦をより深めら
れたのではないかと思います。ただ、SNSを活用した内外への情報発がホー
ムページでの会報掲載しかできておらず、Ｘやlineなど活用した情報発信も
今後考えるべきだと思っております。

〇雑誌・広報小委員会
　会長テーマの「ロータリーへ飛び込もう、そしてさらに素敵なクラブへ」
の実現に多少でも寄与しようと、年間９万部発行の永遠のベストセラーと
言われる「ロータリーの友」の広報に全力を傾注すべく、例会を通じて、そ
の任務を遂行しようと取り組んできたつもりである。我々としては、「ロー
タリーの友」会員企業内での回し読み、会員婦人に対する購読の推奨を継続
して推し進めていただきたいと考えて、例会における委員会報告の時間を
活用させていただき、出来る限りPR活動をしてきた。その効果は計り知れ
ないが、引き続き次年度の方々にもお願いしたいものである。会員の方々
におかれましては、ぜひロータリーの友の熟読をお勧めしたい。

〇大委員長としての総括
　次年度への要望としてクラブ外に向けた情報発信の強化と、クラブ内の
絆の深化という２つの軸を両立させるため、紙媒体とデジタルの両方を活
かした「ハイブリッド型」の広報体制を模索していただきたい。具体的には、
紙面の温もりや記録性を活かしながら、同時に即時性・拡散力のあるデジ
タルツール（SNS・Web・PDF等）を活用する体制整備を今後の課題として
捉えております。また、以下のような実績も年度内に達成され、対外的な
公共イメージ向上に繋がりました。山形新聞への掲載：金井こども園の子
どもたちとの「悪戸芋ほり」交流イベントが紙面に掲載。交通安全協会の情
報誌掲載。山形地区の交通安全情報誌にて、南クラブが「交通安全 プラカー
ド贈呈・辻立ち活動」を通じて、ヘルメット着用呼びかけを行った取り組み
が紹介されました。公共イメージ委員会としては、次年度以降も「伝える力」
と「記録する力」を両輪に、ロータリーの価値と想いを広く発信して頂きた
く、報告とさせて頂きます。１年間どうもありがとうございました。

◆会員増強委員会◆
委員長　奥村　健二 君

　本年度、会員増強委員長を務めさせていただきまし
た奧村です。まず初めに、当初掲げておりました会員
増強の目標を達成することができなかったこと、深く
お詫び申し上げます。クラブの更なる活性化と持続的

な発展のためにも、会員の拡大は重要な課題であり、委員長としてその責
務を全うできなかったことを大変重く受け止めております。
　以前は会員増強・退会防止委員会という委員会名でした。無理な増強をし
た数年後にごっそり退会する話はよく聞きます。今年度も増員３名、退会・死
亡が３名、純増１名となりました。年度を跨ぎますが上山の加藤物産を勧誘し
ております、県内外のお土産屋さんです。あと、間木野さんの兄弟の方が入会
の意向を表明されています。振り返りますと、候補者の発掘やフォローアップ


